
凡　　例
都市計画道路など
整備中の駅前広場
土地区画整理事業

清水上花輪線（結城野田線）

堤台
柳沢
線

中野
台鶴
奉線

（つ
くば
野田
線）

中野
台中
根線 野田

市駅
中根
線

　（野
田牛
久線
）

野田市駅愛宕線
中
根
山
崎
線

国道 16 号

宮崎山崎線

愛宕駅 野田市駅
清水公園駅

野田市駅西
土地区画整理事業

愛宕駅西口
駅前広場整備事業

連続立体交差事業 (約 2.9 キロメートル）

市役所

至

　柏
駅

至

　春
日
部
駅

● 主 な 内 容 ●

連続立体交差事業とともに進むまちづくり…1面
災害時の通信確保に覚書を締結…………2 面
ペットのしつけは愛情を持って………………3面
15 万人のひろば……………………………６～ ７ 面
お しらせ…………………………………８ ～ ９ 面
６ 月の相談日・休日当番医……………………12 面
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市報
　

に
ぎ
わ
い
と
活
力
に
満
ち
た
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
て
、
市
で
は
、
愛

宕
駅
・
野
田
市
駅
を
含
む
２
・
９
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
区
間
を
高
架
化
し
、
踏

切
渋
滞
解
消
や
市
街
地
を
一
体
化
す

る
た
め
、
連
続
立
体
交
差
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
千
葉

県
が
事
業
主
体
と
な
り
、
野
田
市
・

東
武
鉄
道
を
含
め
た
３
者
に
よ
る
共

同
事
業
で
す
。

　

同
事
業
は
、
鉄
道
を
運
行
さ
せ
な

が
ら
整
備
す
る
た
め
、
現
在
の
線
路

東
側
に
仮
線
を
敷
設
し
、
高
架
橋
築

造
後
、
完
成
し
た
高
架
へ
線
路
を
切

り
替
え
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
全
区
間
の
仮
線

運
行
と
愛
宕
駅
東
口
仮
駅
舎
を
築
造

し
、
東
側
か
ら
の
利
用
が
可
能
に
な

■発行：千葉県野田市（〒278-8550 野田市鶴奉 7 番地の１・☎ 04 7125-1111 代表）
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る
よ
う
、
仮
改
札
口
の
設
置
を
進
め

ま
す
。

　

ま
た
、
愛
宕
駅
と
野
田
市
駅
周
辺

の
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
駅
前
広
場

な
ど
の
整
備
に
併
せ
、
駅
も
含
め
た

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
実
現
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
駅
前
に
ふ
さ
わ
し
い
街

並
み
に
な
る
よ
う
、
駅
周
辺
の
地
区

計
画
も
定
め
る
予
定
で
す
。

　

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
を

お
知
ら
せ
す
る
た
め
、「
事
業
ニ
ュ
ー

ス
」
を
発
行
し
、
愛
宕
駅
と
野
田
市

駅
構
内
で
配
布
で
き
る
よ
う
依
頼
す

る
と
と
も
に
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】
都
市
整
備
課
、
愛
宕
駅

周
辺
地
区
市
街
地
整
備
事
務
所

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
９
７
８
２

連
続
立
体
交
差
事
業
と
と
も
に

　
　 

着
々
と
進
む
ま
ち
づ
く
り

　
～
鉄
道
高
架
事
業
は
平
成
35
年
度
の
完
了
を
目
指
し
て
～

　
市
で
は
、
愛
宕
駅
と
野
田
市
駅
周
辺
の
中
心
市
街
地
を

整
備
す
る
総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
と
し
て
、
東
武
野
田
線

（
ア
ー
バ
ン
パ
ー
ク
ラ
イ
ン
）を
高
架
化
す
る
連
続
立
体
交

差
事
業
と
駅
周
辺
の
区
画
整
理
事
業
や
街
路
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。今
号
で
は
事
業
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
報
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

連
携
す
る
「
H
P
検
索
」
「
H
P
検
索
」
の
番
号
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
右
上
に
あ
る
「
サ
イ
ト
内
検
索
」

の
ボ
ッ
ク
ス
に
入
力
し
検
索
す
る
と
、
関
連
記
事
を
す
ぐ
に
ご
覧
に
な
れ
ま
す
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❷

　

野
田
市
地
域
防
災
計
画
で
は
、
家

庭
で
の
３
日
分
以
上
の
備
蓄
と
市
の

行
政
備
蓄
を
進
め
る
ほ
か
、
民
間
事

業
者
と
の
協
定
で
食
料
や
飲
料
水
、

生
活
必
需
品
な
ど
を
確
保
す
る
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
災
害
時
に
市
民
の
通
信
手

段
を
確
保
す
る
た
め
に
、
５
月
９
日
、

東
日
本
電
信
電
話
株
式
会
社（
Ｎ
Ｔ

Ｔ
東
日
本
）と「
災
害
時
用
公
衆
電
話

の
設
置
・
利
用
に
関
す
る
覚
書
」を

締
結
し
ま
し
た
。

◆
被
災
時
に
無
料
で
発
信
可
能

　

今
回
の
覚
書
締
結
で
、
災
害
時
に

被
災
者
な
ど
が
無
料
で
利
用
で
き
る

発
信
専
用
の
災
害
時
用
公
衆
電
話
回

線
を
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
が
市
の
指
定

避
難
所
61
施
設
と
医
療
機
関
５
施
設
、

市
役
所
本
庁
舎
に
設
置
し
ま
す
。

　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
、
警
察

や
消
防
な
ど
へ
の
緊
急
通
信
を
確
保

す
る
た
め
に
、
一
般
の
通
話
が
制
限

さ
れ
ま
す
が
、
今
回
の
協
定
で
設
置

さ
れ
る
災
害
時
用
公
衆
電
話
は
、
通

話
制
限
を
受
け
ず
に
無
料
で
利
用
で

き
ま
す
。
災
害
発
生
時
に
は
モ
ジ
ュ

ラ
ー
ジ
ャ
ッ
ク
に
電
話
機
を
接
続
す

る
だ
け
で
、
災
害
用
電
話
と
し
て
利

用
で
き
ま
す
。

※
災
害
時
用
公
衆
電
話
は
発
信
専
用
で

す
。
着
信
用
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん

　

市
は
今
後
、
回
線
工
事
を
順
次
開

始
し
、
各
施
設
へ
災
害
時
用
公
衆
電

話
用
の
回
線
を
設
置
し
て
い
き
ま
す
。

【
問
合
せ
】防
災
安
全
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
１
０
６
１
２

 

先
進
的
な
取
り
組
み
と
し
て

   

国
の
重
点
モ
デ
ル
地
域
に
採
用

　

市
で
は
、
小
学
校
学
級
担
任
の
事

務
負
担
を
軽
減
し
、
子
ど
も
た
ち
と

向
き
合
う
時
間
を
増
や
し
て
も
ら
お

う
と
、
学
級
担
任
の
事
務
を
補
助
す

る
「
小
学
校
学
級
事
務
支
援
員
」
を

４
月
か
ら
市
内
の
全
小
学
校
20
校
に

各
１
人
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

１
日
２
時
間
か
ら
６
時
間
の
勤
務

で
、
教
材
づ
く
り
や
資
料
印
刷
・
配

布
、
学
級
集
金
業
務
の
補
助
な
ど
の

事
務
を
し
て
い
ま
す
。

◆
文
科
省
の
モ
デ
ル
事
業
に
採
用

　

文
部
科
学
省
は
、
学
校
現
場
で
の

業
務
改
善
が
よ
り
一
層
進
む
よ
う
、

先
進
的
な
業
務
改
善
に
取
り
組
む
地

域
を
重
点
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
指
定

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
野
田
市
が
重
点
モ
デ

ル
地
域
に
選
ば
れ
、「
小
学
校
学
級

事
務
支
援
員
」
の
配
置
事
業
が
実
践

研
究
の
対
象
事
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
事
業
は
、
文
部
科
学
省
か
ら

委
託
費
が
支
給
さ
れ
る
ほ
か
、
そ
の

成
果
が
全
国
の
学
校
現
場
に
先
進
事

例
と
し
て
発
信
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
０
６
２
７

　

国
は
、
春
の
叙じ

ょ
く
ん勲
・
褒ほ
う

章し
ょ
う

と
危

険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
受
章
者
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

市
内
で
は
次
の
方
々
で
す
。

◎
春
の
叙
勲

【
旭
日
中
綬
章
】

▼
地
方
自
治
功
労

根
本　

崇た
か
し

氏
（
71
）
元
野
田
市
長

【
瑞
宝
小
綬
章
】

▼
防
衛
行
政
事
務
功
労

本
田　

利と
し
は
る治
氏
（
72
）
元
札
幌
防

衛
施
設
局
施
設
部
長

【
瑞
宝
単
光
章
】

▼
郵
政
業
務
功
労

迫　

敏と
し
ゆ
き幸

氏
（
65
）
元
総
務
事
務
官

◎
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

【
瑞
宝
双
光
章
】

▼
消
防
功
労

北
川　

孝た
か
ひ
さ久

氏
（
67
）
元
野
田
市
消

防
司
令
長

▼
警
察
功
労

今
野　

正ま
さ
よ
し義
氏
（
70
）
元
警
視
正

谷
津
田　

正ま
さ
あ
き昭
氏
（
71
）
元
警
視
庁

警
部

渡
辺　

護
ま
も
る

氏
（
72
）
元
警
視
庁
警
部

【
瑞
宝
単
光
章
】

▼
警
察
功
労

新
井　

孝た
か
す
け佑

氏
（
71
）
元
警
視
庁

警
部
補

北
村　

登と
し
ろ
う

志
郎
氏
（
71
）
元
警
視

庁
警
部
補

齋
藤　

近ち
か
し史

氏
（
71
）
元
千
葉
県

警
視

平
田　

充み
つ
る

氏
（
71
）
元
警
視
庁
警

部山
田　

靖や
す
お男
氏
（
71
）
元
警
視
庁

警
部
補

▼
消
防
功
労

岡
田　

和か
ず
あ
き秋
氏
（
67
）
元
野
田
市

消
防
司
令
長

の
受
章
者

春
の
叙
勲
・
褒
章

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

災
害
時
の
通
信
手
段
の
確
保
に

　
　
　
　
　
　
　
　

覚
書
を
締
結

　
　

～
通
信
制
限
を
受
け
ず
に
安
定
し
た
通
話
が
可
能
に
～

学校担任の負担軽減へ
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飼
い
犬
や
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
と
楽

し
く
過
ご
す
に
は
、
飼
い
主
が
愛
情

を
持
っ
て
一
生
大
切
に
す
る
だ
け
で

は
な
く
、
他
人
に
危
害
を
加
え
た
り
、

公
共
施
設
や
他
人
の
敷
地
を
汚
し
た

り
し
な
い
よ
う
に
、
正
し
い
管
理
と

し
つ
け
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。

◆
ペ
ッ
ト
の
飼
育
の
注
意
点

　

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は
、
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
動
物
を
飼
う
前
に
、
世
話
の
方
法

　

市
で
は
、
小
学
校
学
級
担
任
の
事

務
負
担
を
軽
減
し
、
子
ど
も
た
ち
と

向
き
合
う
時
間
を
増
や
し
て
も
ら
お

う
と
、
学
級
担
任
の
事
務
を
補
助
す

る
「
小
学
校
学
級
事
務
支
援
員
」
を

４
月
か
ら
市
内
の
全
小
学
校
20
校
に

各
１
人
を
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

１
日
２
時
間
か
ら
６
時
間
の
勤
務

で
、
教
材
づ
く
り
や
資
料
印
刷
・
配

布
、
学
級
集
金
業
務
の
補
助
な
ど
の

事
務
を
し
て
い
ま
す
。

◆
文
科
省
の
モ
デ
ル
事
業
に
採
用

　

文
部
科
学
省
は
、
学
校
現
場
で
の

業
務
改
善
が
よ
り
一
層
進
む
よ
う
、

先
進
的
な
業
務
改
善
に
取
り
組
む
地

域
を
重
点
モ
デ
ル
地
域
と
し
て
指
定

し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
野
田
市
が
重
点
モ
デ

や
か
か
り
や
す
い
病
気
な
ど
を
確
認

し
、
動
物
を
飼
う
こ
と
の
で
き
る
環

境
で
あ
る
か
ど
う
か
を
よ
く
考
え
る
。

②
動
物
に
起
因
す
る
感
染
症
を
予
防

す
る
た
め
に
注
意
を
払
う
。

③
動
物
に
は
、
迷
子
札
や
マ
イ
ク
ロ

チ
ッ
プ
を
付
け
、
飼
い
主
が
分
か
る

よ
う
に
す
る
。

　

ま
た
、
鑑
札
や
注
射
済
票
の
脱
落

に
備
え
、
首
輪
に
、
飼
い
主
の
氏
名

や
連
絡
先
、
電
話
番
号
を
書
く
。

※
飼
い
犬
は
、
必
ず
鑑
札
と
狂
犬
病
予

防
注
射
済
票
を
付
け
る
こ
と
が
狂
犬
病

予
防
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

④
犬
は
放
し
飼
い
を
せ
ず
、
散
歩
は
制

止
で
き
る
方
が
短
い
引
き
綱
で
行
う
。

⑤
猫
は
病
気
や
交
通
事
故
な
ど
の
危

険
が
あ
る
た
め
、
屋
内
で
飼
う
。

⑥
飼
っ
て
い
る
動
物
の
排
せ
つ
は
自

宅
で
行
う
よ
う
に
し
つ
け
、
糞
尿
は

飼
い
主
が
責
任
を
持
っ
て
処
理
す
る
。

⑦
繁
殖
を
希
望
し
な
い
方
は
、
不
妊

や
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
る
。

⑧
動
物
は
愛
情
と
責
任
を
持
っ
て
最

後
ま
で
面
倒
を
み
る
。

　

飼
え
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
新
し

い
飼
い
主
を
探
し
、
見
つ
か
ら
な
い

場
合
で
も
、
絶
対
に
捨
て
ず
に
、
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
に
相
談
す
る
。

※
ペ
ッ
ト
の
殺
傷
、
虐
待
、
捨
て
る
行

為
な
ど
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

虐
待
や
捨
て
る
こ
と
で
最
大
100
万
円
の

罰
金
や
、
殺
傷
で
最
大
２
年
の
懲
役
ま

た
は
200
万
円
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す

⑨
動
物
は「
命
あ
る
も
の
」で
あ
る
た

め
、
人
と
動
物
と
の
共
生
に
配
慮
し

て
接
す
る
。

◆
犬
の
正
し
い
飼
い
方
・
し
つ
け
教
室

　

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
（
富

里
市
）と
同
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
支
所

（
柏
市
）で
は「
犬
の
正
し
い
飼
い
方
・

し
つ
け
方
教
室
」を
定
期
的
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
犬
・
猫
の
正
し
い
飼
い
方
、

犬
の
し
つ
け
、
動
物
由
来
感
染
症
な

ど
に
関
し
て
、
学
校
の
授
業
や
地
元

の
勉
強
会
な
ど
に
無
料
で
講
師
を
派

遣
し
て
い
ま
す
の
で
、
同
セ
ン
タ
ー

か
東
葛
飾
支
所
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】環
境
保
全
課
、
野
田
健
康

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
野
田
保
健
所
）☎

７
１
２
４
︲
８
１
５
５
、千
葉
県
動

物
愛
護
セ
ン
タ
ー
☎
０
４
７
６（
93
）

５
７
１
１
、
同
セ
ン
タ
ー
東
葛
飾
支

所
☎
７
１
９
１
︲
０
０
５
０
、（
公

財
）千
葉
県
動
物
保
護
管
理
協
会
☎

０
４
３（
214
）７
８
１
４

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
１
０
６
１
４

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
大
臣
か

ら
委
嘱
を
受
け
て
、
人
権
に
関
わ
る

相
談
や
啓
発
活
動
、
広
報
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

相
談
者
の
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま

す
の
で
、
上
表
の
人
権
擁
護
委
員
へ

安
心
し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
市
役
所
で
は
無
料
の
人
権

相
談
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

相
談
に
は
、
事
前
に
予
約
が
必
要

で
す
。
開
催
日
な
ど
の
詳
細
は
、
市

報
１
日
号
最
終
面
の「
相
談
日
案
内
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

【
問
合
せ
】人
権
・
男
女
共
同
参
画
推

進
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
０
０
２
３
０

相
談
員

連
絡
先

逆さ
か
さ
い井  

一い
ち
ろ
う郎

☎
７
１
９
８・
１
８
０
５

金
剛
寺　

守

☎
７
１
３
８・
０
８
８
０

高
橋　

澄
江

☎
７
１
２
２・
７
５
８
５

白
石　

秀し
ゅ
う

敏び
ん

☎
７
１
２
９・
４
５
３
７

上か
ん

林ば
や
し　

陽
子

☎
７
１
２
４・
６
４
４
８

上
野　

佐
知
子
☎
７
１
９
６・
０
１
２
９

倉
持　

又
彦

☎
７
１
２
４・
４
５
０
４

杉
本　

博

☎
７
１
９
６・
０
１
０
３

小
　

京
子

☎
７
１
２
２・
８
４
１
８

じ
ん

■野田市人権擁護委員

人
権
の
悩
み
ご
と
は

　

  

人
権
擁
護
委
員
に
相
談
を

満
切
り
捨
て
）

【
条
件
】
生
ご
み
堆
肥
化
容
器
＝

１
か
年
度
に
つ
き
、
１
世
帯
２
基

ま
で
、
生
ご
み
処
理
機
＝
５
か
年

度
（
該
当
年
度
を
含
む
）
に
つ
き
、

１
世
帯
１
台
ま
で

※
助
成
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
る

た
め
、
購
入
前
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
「
平
成
29
年
度
版
野
田
市
の

ご
み
の
出
し
方
資
源
の
出
し
方
」

を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
】
清
掃
計
画
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
７
７
７
５

　

市
で
は
、
生
ご
み
堆
肥
化
装
置

の
購
入
者
の
市
民
や
事
業
者
へ
の

助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
対
象
装
置
】
生
ご
み
堆
肥
化
容

器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
・
密
閉
式
容
器
・

キ
エ
ー
ロ
）、生
ご
み
処
理
機
（
機

械
式
）

【
助
成
金
額
】
生
ご
み
堆
肥
化
容

器
＝
１
基
に
つ
き
購
入
価
格
の
２

分
の
１
ま
で
で
限
度
額
１
万
円

（
100
円
未
満
切
り
捨
て
）、
生
ご
み

処
理
機
＝
購
入
価
格
の
２
分
の
１

ま
で
で
限
度
額
３
万
円
（
千
円
未

堆
肥
化
装
置
購
入
助
成
の
利
用
で
生
ご
み
減
量

ペ
ッ
ト
の
し
つ
け
は
愛
情
を
持
っ
て

　
　

 
～
６
月
は「
動
物
の
正
し
い
飼
い
方
推
進
月
間
」～

正しい飼育方法の講座の利用も
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市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集

　

入
居
予
定
は
、
平
成
29
年
９
月
中

旬
で
、
入
居
資
格
は
、
市
内
に
居
住

し
、
住
居
に
困
り
、
同
居
す
る
親
族

の
収
入
を
含
め
た
政
令
月
収
額
が
、

一
般
世
帯
で
15
万
８
千
円
以
内
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
の
世
帯
で
21

万
４
千
円
以
内
の
方
で
す
。

※
市
税
の
滞
納
者
は
入
居
資
格
が
な
い

な
ど
、
個
別
に
条
件
が
あ
り
ま
す

　

ま
た
、
申
し
込
み
内
容
の
審
査
を

行
い
、
募
集
の
戸
数
を
超
え
る
応
募

が
あ
っ
た
場
合
、抽
選
に
な
り
ま
す
。

【
申
込
用
紙
配
布
期
間
】
６
月
１
日

木
～
30
日
金
（
土
・
日
を
除
く
）

◆
注
意
事
項

①
家
賃
は
毎
年
、
入
居
者
の
前
年
の

収
入
額
に
よ
り
算
出
し
ま
す
。

②
単
身
世
帯
（
60
歳
以
上
の
方
や
障

が
い
者
の
方
な
ど
）
の
方
が
申
し
込

み
で
き
る
団
地
は
、
宮
崎
・
七
光
台
・

大
和
田
・
西
大
和
田
第
１（
１
号
棟
）・

西
大
和
田
第
２
（
２
号
棟
）
の
み
で
す
。

③
西
大
和
田
第
２
団
地
３
号
棟
・
鶴

奉
団
地
２
号
棟
・
宮
崎
西
団
地
２
号

棟
の
各
１
戸
は
母
子
・
父
子
世
帯
の

み
申
し
込
み
が
可
能
で
す
。

④
鶴
奉
団
地
２
号
棟
の
１
戸
は
車
椅

子
使
用
者
世
帯
向
け
で
す
。

⑤
宮
崎
西
団
地
３
号
棟
の
１
戸
は
高

齢
者
等
・
障
が
い
者
世
帯
向
け
で
す
。

⑥
宮
崎
団
地
・
七
光
台
団
地
・
大
和

田
団
地
は
、駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
６
月
15
日
木

～
30
日
金
（
土
・
日
除
く
）
に
営
繕

課
市
営
住
宅
係
へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
０
６
６
３

「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」の
申
請
を

　

介
護
保
険
の
施
設
サ
ー
ビ
ス

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
を
含
む
）
を
利

用
し
た
と
き
に
か
か
る
食
費
や
居
住

費
は
原
則
全
額
自
己
負
担
で
す
。

　

そ
こ
で
、
低
所
得
者
の
方
の
負
担

が
大
き
く
な
ら
な
い
よ
う
に
、
所
得

に
応
じ
て
自
己
負
担
分
が
減
額
さ
れ

る「
介
護
保
険
負
担
限
度
額
認
定
証
」

を
申
請
に
よ
り
該
当
し
た
方
に
発
行

し
て
い
ま
す
。

　

有
効
期
限
が
７
月
31
日
ま
で
の
認

定
証
を
お
持
ち
の
方
は
、
郵
送
で
届

「
児
童
手
当
」受
給
に
は
現
況
届
の
提
出
が
必
要

　

児
童
手
当
は
、
０
歳
か
ら
中
学
校

修
了
前
（
15
歳
に
な
っ
た
後
の
、
最

初
の
３
月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を
養

育
し
て
い
る
方
に
支
給
し
て
い
る
手

当
で
す
。
手
当
を
受
給
す
る
た
め
に

は
、
毎
年
６
月
に
、
対
象
児
童
の
養

育
状
況
な
ど
を
記
入
し
た
現
況
届
の

提
出
が
必
要
で
す
。

　

対
象
世
帯
に
は
、
５
月
30
日
に
現

況
届
の
用
紙
を
発
送
し
ま
し
た
の
で
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
必
要
書
類

を
添
え
て
６
月
30
日
金
ま
で
に
直
接

市
役
所
児
童
家
庭
課
か
関
宿
支
所
、

各
出
張
所
に
提
出
（
月
～
金
の
８
時

30
分
～
17
時
15
分
）
す
る
か
、
同
封

の
返
信
用
封
筒
で
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。

※
未
提
出
の
場
合
は
、
資
格
が
あ
っ
て

も
手
当
を
受
給
で
き
ま
せ
ん

　

ま
た
、
平
成
29
年
１
月
１
日
（
基

準
日
）
に
、
市
外
に
住
ん
で
い
た
場

合
は
、「
平
成
29
年
度
所
得
証
明
書

（
扶
養
親
族
の
人
数
が
記
載
さ
れ
て

い
る
も
の
）」
を
基
準
日
に
住
ん
で

い
た
市
区
町
村
で
交
付
を
受
け
、
現

況
届
に
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

さ
ら
に
、
養
育
す
る
児
童
と
別
居

し
て
い
る
場
合
な
ど
は
、
別
途
提
出

が
必
要
な
書
類
が
あ
り
ま
す
の
で
、

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
児
童
家
庭
課　

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
０
３
６
４

く
申
請
書
に
記
入
し
、
本
人
の
預
金

通
帳
の
写
し
な
ど
（
配
偶
者
が
い
る

方
は
配
偶
者
の
預
金
通
帳
な
ど
も
含

む
）を
持
参
し
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
28
年
８
月
か
ら
第

２
、
第
３
段
階
の
区
分
判
定
に
非
課

税
年
金
（
遺
族
年
金
や
障
害
年
金
）

の
勘
案
が
始
ま
り
ま
し
た
。
受
給
の

有
無
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し
て
、
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
介
護
保
険
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】１
０
１
０
６
１
７

団
地
名

募
集
戸
数

所
在
地

家
賃

間
取

建
設
年
度

駐
車
場

宮
崎
団
地

２

宮
崎
80
番
地
の
１

８
千
400
円
～
１
万
６
千
200
円

２
Ｄ
Ｋ
昭
和
43
年

無

七
光
台
団
地

４

七
光
台
459
番
地

８
千
900
円
～
１
万
４
千
800
円

２
Ｄ
Ｋ
昭
和
45
年

無

大
和
田
団
地

３

山
崎
１
２
７
９
番
地

９
千
円
～
１
万
５
千
100
円

２
Ｄ
Ｋ
昭
和
46
年

無

西
大
和
田
第
１
団
地
１
号
棟

３

山
崎
１
３
１
４
番
地

１
万
300
円
～
２
万
300
円

３
Ｄ
Ｋ
昭
和
47
年
有
（
無
料
）

西
大
和
田
第
２
団
地
２
号
棟

１

山
崎
１
２
８
３
番
地

１
万
400
円
～
２
万
400
円

３
Ｄ
Ｋ
昭
和
48
年
有
（
無
料
）

西
大
和
田
第
２
団
地
３
号
棟

（
母
子
・
父
子
世
帯
向
け
は
１
戸
）

３

山
崎
１
２
８
３
番
地

１
万
１
千
300
円
～
２
万
２
千
300
円

３
Ｄ
Ｋ
昭
和
49
年
有
（
無
料
）

西
大
和
田
第
３
団
地
４
号
棟

２

山
崎
１
３
２
８
番
地
の
２

１
万
２
千
700
円
～
２
万
４
千
900
円

３
Ｄ
Ｋ
昭
和
50
年
有
（
無
料
）

西
大
和
田
第
３
団
地
５
号
棟

３

山
崎
１
２
８
３
番
地
の
２

１
万
２
千
900
円
～
２
万
５
千
300
円

３
Ｄ
Ｋ
昭
和
51
年
有
（
無
料
）

上
花
輪
団
地
１
号
棟

１

上
花
輪
498
番
地

１
万
４
千
700
円
～
２
万
８
千
900
円

３
Ｄ
Ｋ
昭
和
55
年
有
（
無
料
）

上
花
輪
団
地
３
号
棟

１

上
花
輪
498
番
地

１
万
４
千
900
円
～
２
万
９
千
300
円

３
Ｄ
Ｋ
昭
和
55
年
有
（
無
料
）

鶴
奉
団
地
１
号
棟

３

鶴
奉
335
番
地
の
１

１
万
７
千
800
円
～
３
万
５
千
円

３
Ｄ
Ｋ
平
成
４
年
有
（
有
料
）

鶴
奉
団
地
２
号
棟

（
母
子
・
父
子
世
帯
向
け
は
１
戸
）

（
車
椅
子
使
用
者
世
帯
向
け
は
１
戸
）

４

鶴
奉
84
番
地
の
４

１
万
８
千
700
円
～
３
万
９
千
600
円

２
Ｄ
Ｋ

３
Ｄ
Ｋ
平
成
６
年
有
（
有
料
）

宮
崎
西
団
地
１
号
棟

２

宮
崎
80
番
地
の
７

１
万
８
千
500
円
～
３
万
６
千
400
円

３
Ｄ
Ｋ
昭
和
42
年
有
（
有
料
）

宮
崎
西
団
地
２
号
棟

（
母
子
・
父
子
世
帯
向
け
）

１

宮
崎
80
番
地
の
７

１
万
８
千
500
円
～
３
万
６
千
400
円

３
Ｄ
Ｋ
昭
和
43
年
有
（
有
料
）

宮
崎
西
団
地
３
号
棟

（
高
齢
者
等
・
障
が
い
者
世
帯
向
け
は
１
戸
）

４

宮
崎
80
番
地
の
７

１
万
５
千
800
円
～
３
万
１
千
800
円

３
Ｋ

昭
和
44
年
有
（
有
料
）

６
月
15
日
～
30
日

■募集団地
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６
月
17
日
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
大
空
へ

　

自
然
再
生
や
生
物
多
様
性
へ
の
取

り
組
み
を
進
め
る
市
は
、
そ
の
シ
ン

ボ
ル
と
し
て
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
平
成

24
年
か
ら
飼
育
し
、
２
年
前
か
ら
試

　

市
で
は
、
市
民
の
方
が
い
つ
で
も

安
心
し
て
水
道
水
を
利
用
で
き
る
よ

う
に
、
水
道
法
に
基
づ
く
水
質
検
査

を
定
期
的
に
実
施
し
、
安
全
な
水
道

水
を
安
定
し
て
供
給
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
老
朽
化
し
た
水
道
管

は
赤
水
や
濁
水
の
原
因
と
な
る
た
め
、

計
画
的
に
水
道
管
の
更
新
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
浄
・
配
水
場
の
施
設
も

老
朽
化
が
進
み
つ
つ
あ
る
こ
と
か
ら
、

長
寿
命
化
を
図
る
た
め
の
工
事
を
計

画
的
に
進
め
て
い
ま
す
。

　

安
心
し
て
利
用
で
き
る
水
道
へ
の

接
続
を
推
進
し
て
い
ま
す
の
で
、
新

規
利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
水
道
部

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
自
宅
近
く
の
公
道
に
水
道
管
が
布

設
さ
れ
て
い
る
場
合

　

水
道
管
が
家
の
近
く
に
整
備
さ
れ

て
い
て
、
ま
だ
水
道
に
接
続
さ
れ
て

い
な
い
ご
家
庭
は
、
で
き
る
限
り
早

期
に
接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
接
続
工
事
は
野
田
市
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
相
談
の
上
、

実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
自
宅
近
く
の
公
道
に
水
道
管
が
布

設
さ
れ
て
い
な
い
場
合

　

自
宅
近
く
の
公
道
に
水
道
管
が

入
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
１
軒
か
ら

の
要
望
で
も
市
が
工
事
費
を
負
担
し

て
布
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

※
自
宅
前
が
私
道
の
場
合
は
、
土
地
か

家
屋
を
所
有
す
る
４
軒
以
上
が
組
合
を

設
立
し
申
請
す
れ
ば
、
工
事
費
の
４
分

の
３
を
市
が
負
担
し
ま
す

　

い
ず
れ
も
11
月
末
ま
で
の
申
請
で

翌
年
度
中
（
４
月
～
３
月
）
に
工
事

し
ま
す
。

　

な
お
、
水
道
管
か
ら
宅
地
内
へ
の

引
き
込
み
工
事
費
は
、
接
続
者
の
負

担
と
な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
水
道
部
工
務
課
☎

７
１
２
４
︲
５
１
４
６

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
０
６
１
１

天
候
の
急
変
時
に
は

　
　

速
や
か
に
安
全
確
保
を

　

近
年
、
全
国
的
に
竜
巻
や
ゲ
リ
ラ

豪
雨
な
ど
の
異
常
気
象
が
発
生
し
、

市
内
で
も
多
く
の
被
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
な
ど
の
天
気
予

報
で
大
気
の
状
態
が
不
安
定
と
の
情

報
が
あ
る
と
き
は
最
新
情
報
を
入
手

し
、「
真
っ
黒
な
雲
が
近
づ
き
急
に

暗
く
な
る
」「
気
温
が
急
に
下
が
る
」

「
大
粒
の
ひ
ょ
う
が
降
る
」
な
ど
の

気
象
状
況
の
前
兆
に
注
意
し
、
速
や

か
な
避
難
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
竜
巻
の
と
き
の
避
難
行
動

①
車
庫
や
物
置
、
プ
レ
ハ
ブ
に
避
難

し
な
い
、
②
屋
内
に
避
難
し
、
窓
と

カ
ー
テ
ン
を
閉
め
、家
の
中
心
部
で
、

で
き
る
だ
け
窓
の
少
な
い
部
屋
に
移

動
す
る
、
③
外
出
中
は
、
近
く
の
頑

丈
な
建
物
に
避
難
す
る

◆
浸
水
の
際
の
安
全
確
保
を

　

ゲ
リ
ラ
豪
雨
で
は
、
河
川
・
水
路

の
付
近
か
ら
離
れ
る
と
と
も
に
、
避

難
勧
告
な
ど
の
発
令
に
備
え
、
防
災

行
政
無
線
や
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
の
情

報
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
道
路
の
冠

水
・
宅
内
浸
水
な
ど
の
状
況
で
は
、
無

理
に
避
難
せ
ず
、
家
屋
の
２
階
な
ど
に

移
動
し
安
全
を
確
保
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
防
災
安
全
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
８
５
７
６

水
道
管
へ
の
接
続
で

　

安
全
な
水
道
水
の
ご
利
用
を

野
田
市
文
化
祭
の
参
加
者
を
募
集

　

市
民
の
皆
さ
ん
に
文
化
・
芸
術
活

動
に
親
し
ん
で
い
た
だ
こ
う
と
、
９
月

か
ら
平
成
30
年
３
月
に
か
け
て
野
田

市
文
化
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
希
望
の
方
は
、
作
品
展
示
、

舞
台
発
表
、
各
種
行
事
と
も
に
、
社

会
教
育
課
や
各
公
民
館・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
館
・
図
書
館
な
ど
で
配
布
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
て
、
６
月
１

日
木
か
ら
22
日
木
ま
で
に
社
会
教
育

課
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
要
項

と
申
込
書
が
入
手
で
き
ま
す

◆
開
催
日
程
／
会
場

①
作
品
展
示
の
部
…
11
月
３
日
金
～

５
日
日
／
市
役
所
・
興
風
会
館
・
中

央
公
民
館
な
ど

②
舞
台
発
表
の
部
…
11
月
３
日
金
、

４
日
土
、
５
日
日
、
11
日
土
、
12
日

日
／
文
化
会
館
・
大
ホ
ー
ル
と
欅
の

ホ
ー
ル
・
小
ホ
ー
ル
（
演
目
に
よ
り
会

場
が
異
な
り
ま
す
）

③
各
種
行
事
の
部
…
９
月
～
平
成
30

年
３
月
／
日
程
、
内
容
、
会
場
と
も

主
催
団
体
独
自
で
設
定
で
き
ま
す
が
、

会
場
は
原
則
主
催
団
体
で
確
保
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
参
加
で
き
る
方
と
団
体

　

文
化
祭
に
参
加
で
き
る
方
は
、
市

民
と
市
内
に
事
務
所
を
有
す
る
文
化

団
体
（
文
化
サ
ー
ク
ル
や
グ
ル
ー
プ
の

会
員
を
含
む
）
で
す
。

※
舞
台
発
表
の
部
と
各
種
行
事
の
部
へ

の
参
加
は
団
体
の
み
と
な
り
ま
す

【
問
合
せ
】
社
会
教
育
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
０
５
２
１

水
道
水
の
利
用
に
は

水
道
管
と
の
接
続
が
必
要

験
放
鳥
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

今
年
も
、
自
然
に
飛
び
立
た
せ
る
ソ

フ
ト
リ
リ
ー
ス
で
放
鳥
し
ま
す
が
、
野

田
に
長
期
滞
在
す
る
よ
う
に
、
巣
立
ち

直
後
の
６
月
17
日
に
行
い
ま
す
。

※
放
鳥
当
日
の
「
こ
う
の
と
り
の
里
」

一
般
公
開
は
、
13
時
～
15
時

【
問
合
せ
】
み
ど
り
と
水
の
ま
ち
づ

く
り
課

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
０
６
５
８
１

昨年は放鳥後 3 か月市内に
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「
日
本
一
短
い
手
紙
」
の
コ
ン
ク
ー

ル
で
知
ら
れ
る
、丸
岡
文
化
財
団
（
福

井
県
）
主
催
の
「
一
筆
啓
上
賞
」
で

4
万
４
千
348
作
品
か
ら
見
事
、
大
賞

に
選
ば
れ
た
佐
藤
蓮
く
ん
。

　

40
文
字
の
言
葉
で
お
母
さ
ん
へ
の

気
持
ち
を
真
っ
す
ぐ
に
表
現
し
た
作

品
が
審
査
員
の
心
を
射
止
め
ま
し
た
。

　

学
校
の
夏
休
み
の
宿
題
だ
っ
た
作

品
が
大
賞
に
選
ば
れ
る
と
は
思
わ
ず
、

驚
い
た
と
話
し
ま
す
。

　

何
度
も
書
き
直
し
た
と
い
う
作
品

で
は
、「
普
段
、
宿
題
を
す
る
の
が

遅
く
な
っ
て
お
母
さ
ん
に
叱
ら
れ
て

も
ご
め
ん
な
さ
い
が
す
ぐ
に
言
え
な

か
っ
た
け
れ
ど
、
作
文
に
し
た
ら
気

持
ち
を
言
え
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

恐
竜
の
グ
ッ
ズ
を
集
め
た
り
絵
を

書
い
た
り
す
る
こ
と
が
好
き
な
蓮
く

ん
で
す
が
、
介
護
士
を
す
る
多
忙

な
お
母
さ
ん
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、

自
分
の
身
の
回
り
の
こ
と
を
進
ん
で

す
る
そ
う
で
す
。

　

次
の
「
一
筆
啓
上
賞
」
の
テ
ー
マ
は

「
母
へ
」
だ
そ
う
で
、「
今
度
も
応
募

し
て
み
よ
う
か
な
」
と
朗
ら
か
に
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。　

花
井
在
住
・
南
部
小
３
年
生

New Books
北図書館の推せん図書
北図書館☎ 7129-8811 せきやど図書館☎ 7198-4946

「えほん図鑑へんてこ！
りくのぜつめつどうぶつ」
はた　こうしろう・著

アリス館

「写真民俗学～
東西の神々」

芳賀　日出男・著
KADOKAWA

　

95
歳
、
写
真
家
の
著
者
は
、
世
界

各
地
で
行
わ
れ
る
祭
礼
の
撮
影
を
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
い
ま
す
。
北
欧

や
ア
ジ
ア
、
南
米
な
ど
、
東
西
を
問

わ
ず
、
人
々
が
神
々
に
願
い
、
感
謝

す
る
姿
が
焼
き
付
け
ら
れ
た
作
品
か

ら
見
え
て
く
る
も
の
と
は
。

　

図と

書し
ょ

館か
ん

で
ぜ
つ
め
つ
ど
う
ぶ
つ
の

本ほ
ん

を
か
り
て
み
た
。
よ
み
な
が
ら
あ

る
い
て
い
た
ら
、
大お
お
昔む
か
し

に
タ
イ
ム
ス

リ
ッ
プ
！
わ
あ
見み

た
こ
と
も
な
い
ど

う
ぶ
つ
が
た
く
さ
ん
い
る
！
ど
ん
な

す
が
た
を
し
て
い
る
の
か
な
。
ど
う

市民訪問

「
日
本
一
短
い
手
紙
」

　

お
母
さ
ん
へ
の
言
葉
で
大
賞
に

　
　
　
　
　
佐
藤
　
蓮
く
ん

興風図書館☎ 7123-7611　南 図 書 館☎ 7125-7981

し
て
、

ぜ
つ
め

つ
し
た

の
か
な

…
？

  

清
泰
寺
の
刺
繍
釈
迦
涅
槃
図

　
　
　

年
に
１
度
の
一
般
公
開

図中や総縁には刺繍で 2,000 人程の名前などが

　

清
泰
寺
（
東
金
野
井
）

は
５
月
８
日
、
所
蔵
す
る

県
指
定
文
化
財
の
掛
け
軸

「
刺し
し
ゅ
う
し
ゃ
か
ね
は
ん
ず

繍
釈
迦
涅
槃
図
」
を

一
般
公
開
し
た
。
掛
け
軸

は
、
約
350
年
前
の
江
戸
時

代
初
期
に
制
作
さ
れ
、
人

物
や
動
物
を
華
麗
な
刺
繍

で
表
現
し
て
い
る
。

　

当
日
は
市
内
外
か
ら
約

70
人
が
見
学
に
訪
れ
、
皆

熱
心
に
見
入
っ
て
い
た
。

初
め
て
見
た
と
い
う
女
性

は
「
ま
る
で
絵
画
の
よ
う

で
し
た
」と
驚
い
て
い
た
。　
　

  

将
棋
全
国
一
を
目
指
し

　
　

真
剣
勝
負
の
小
学
生
大
会

　

プ
ロ
棋
士
の
登
竜
門
と

し
て
知
ら
れ
る
小
学
生
将

棋
名
人
戦
。
今
年
の
準
決

勝
、
決
勝
の
対
局
は
、
野

田
市
（
関
根
名
人
記
念
館

対
局
室
）で
開
催
さ
れ
た
。

NHKの撮影やプロ棋士による大盤解説も

　

主
催
者
の
日
本
将
棋
連

盟
に
よ
る
と
、
現
在
将
棋
界

の
ト
ッ
プ
で
活
躍
す
る
渡
辺

明
竜
王
や
羽
生
善
治
三
冠

も
過
去
に
同
大
会
で
優
勝

と
の
こ
と
。
今
年
の
予
選
に

は
過
去
最
多
の
３
千
人
以
上

の
選
手
が
参
加
す
る
な
ど
、

将
棋
人
気
が
高
い
模
様
だ
。
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わが家の自慢料理

　

こ
れ
か
ら
の
時
季
、
前
線
や
低
気

圧
の
影
響
で
集
中
豪
雨
が
多
く
発
生

す
る
ほ
か
、
台
風
な
ど
に
伴
う
大
雨

で
、
土
砂
災
害
や
洪
水
な
ど
が
起
こ

り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

気
象
庁
は
、
１
時
間
あ
た
り
の
雨

量
が
40
ミ
リ
以
上
で「
洪
水
注
意
報
」

を
、60
ミ
リ
以
上
で
「
洪
水
警
報
」
を
、

浸
水
害
や
土
砂
災
害
の
恐
れ
が
あ
る

場
合
に「
大
雨
注
意
報
」「
大
雨
警
報
」

を
発
表
し
ま
す
。

　

雨
が
続
く
際
は
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ

オ
な
ど
で
情
報
収
集
を
す
る
と
と
も

に
、
雨
の
降
り
方
を
観
察
し
、
自
主

的
な
避
難
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。　

災害に備える（28）
集中豪雨や台風による
　　　　土砂災害や洪水に注意を

■雨量の目安 
1 時間あたり 雨の降り方と災害発生の危険度
10 ～ 20
ミリ

【注意が必要】ザーザーと降る雨。長く降り続く
ときには注意が必要。

20 ～ 30
ミリ

【避難の心構えを】土砂降りの雨。側溝や下水が
あふれ、がけ崩れの心配も。

30 ～ 50
ミリ

【避難の準備を】バケツをひっくり返したような
激しい雨。山崩れやがけ崩れが起こりやすくなる。

50 ～ 80
ミリ

【避難情報に注意】滝のような雨。傘は全く役に
立たない。水害の可能性が高まる。

80ミリ以上【厳重な警戒を】息苦しくなるような圧迫感。大
規模な災害の発生する恐れが強い。

※市発行「洪水ハザードマップ」に基づく

12 万本植樹事業

　

毎
年
６
月
に
、
日
光
街

道
沿
い
の
約
220
株
の
ア
ジ

サ
イ
が
一
斉
に
見
ご
ろ
を

迎
え
、
行
き
交
う
人
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

ア
ジ
サ
イ
は
平
成
８
年

に
旧
野
田
市
の
人
口
が

12
万
人
に
達
し
た
こ
と

や
、
前
年
の
「
み
ど
り
の

市
民
会
議
」
の
答
申
な
ど

を
受
け
て
、
市
が
市
民
の

皆
さ
ん
と
と
も
に
み
ど
り

豊
か
な
ま
ち
を
目
指
し
て

実
施
し
た
「
12
万
本
植
樹

事
業
」
の
一
環
と
し
て
植

え
ら
れ
た
も
の
で
す
。　
　
　

　

み
ど
り
を
守
り
次
世
代

に
豊
か
な
環
境
を
残
そ
う

と
始
ま
っ
た
植
樹
活
動
の

輪
は
多
く
の
方
に
広
が
っ

た
結
果
、
4
年
後
の
12
年

４
月
に
達
成
し
ま
し
た
。

　

12
万
本
目
は
、
同
年
が

市
制
施
行
50
年
目
に
あ
た

る
こ
と
か
ら
、
記
念
事
業

と
し
て
み
ど
り
の
ふ
る
さ

と
づ
く
り
実
行
委
員
会
が

中
心
と
な
り
、
市
の
木
で

あ
る
ケ
ヤ
キ
を
文
化
会
館

前
に
植
樹
し
ま
し
た
。

 

１
人
が
１
本
の
植
樹
で

   

み
ど
り
広
が
る
野
田
市
へ  

  「
お
い
し
く
育
っ
て
ね
」

　

小
中
学
生
が
田
植
え
に
挑
戦

　

稲
を
育
て
る
過
程
を
体

験
し
て
も
ら
お
う
と
、
東

部
、
柳
沢
小
学
校
、
東
部

各校の小学 5年生と中学 1年生 164 人が参加

中
学
校
で
は
、５
月
９
日
、

東
部
学
童
農
園
水
田
（
目

吹
）
で
合
同
田
植
え
会
を

行
っ
た
。

　

児
童
、
生
徒
は
、
泥
の

中
に
足
を
踏
み
入
れ
、
横

一
列
と
な
り
、手
で
直
接
、

苗
を
植
え
た
。
今
後
は
、

生
育
状
況
を
観
察
し
、
秋

に
収
穫
。
栽
培
し
た
米
は

給
食
や
餅
つ
き
体
験
イ
ベ

ン
ト
で
味
わ
う
。

①粉寒天と水を鍋に入れ、中火で煮溶かし、沸騰
させてから火を止める②抹茶はお湯でよく溶いて
おく③❶に砂糖を混ぜ、牛乳と❷を加える④ 1人
分ずつ型に流し粗熱をとる⑤冷蔵庫に入れて３時
間程度置く⑥固まったら型から出して適量の小豆
をのせ出来上がり
※暑くなるこれからの季節向けの清涼感のあるデ
ザートです。小豆の代わりに黒蜜をかけるのもお
すすめです。甘さを控えめにしたい場合は、牛乳
の量を減らし水の量を増やしてください。
《材料》５人前：粉寒天４グラム、水 200cc、抹茶小さ
じ２、お湯大さじ１、砂糖 70 グラム、牛乳 300㏄、ゆ
で小豆（缶詰）大さじ２

抹茶ミルクかん

栗原英子さん（瀬戸）



　市報のだ 平成29年6月1日号

❽

◆
野
田
公
民
館
で
講
座
な
ど　

①
郷

土
の
民
俗
探
訪
…
６
月
10
日
土
13
時

30
分
～
15
時
30
分
欅
の
ホ
ー
ル
・
小

ホ
ー
ル
で
。
東
葛
地
方
を
中
心
と
し

た
人
生
儀
礼
に
つ
い
て
学
ぶ
。
②
の

だ
自
然
塾
…
６
月
10
日
土
、
18
日

日
、
７
月
１
日
土
、
22
日
土
、
29
日

土
13
時
30
分
～
16
時
中
央
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
館
で
。
全
５
回
。
草
木
で
生

活
用
具
を
作
製
。
10
人（
抽
選
）。
500

円
。
③
初
級
パ
ソ
コ
ン
講
座「
ワ
ー

ド
入
門
」…
６
月
23
日
、27
日
、30
日
、

７
月
４
日
の
火
金
10
時
～
正
午
野
田

公
民
館
で
。
全
４
回
。
23
人（
抽
選
）。

市
民
、
市
内
へ
在
勤
、
在
学
の
20
歳

以
上
で
マ
ウ
ス
操
作
と
文
字
入
力
が

で
き
る
方
。
500
円
。
申
込
み
は
①
は
、

当
日
会
場
受
付
、
②
は
、
６
月
８
日

木
ま
で
に
電
話
か
直
接
、
③
は
、
６

月
15
日
木
必
着
で
往
復
は
が
き（
講

座
名·

氏
名·

年
齢·

住
所·

☎
を
明
記
）

か
直
接
返
信
は
が
き
持
参
で
〒
278
‐

０
０
３
５
中
野
台
168
‐
１
野
田
公
民

館
☎
７
１
２
３
‐
７
８
１
８
へ

◆
防
災
・
減
災
セ
ミ
ナ
ー　

６
月
14

日
水
10
時
～
正
午
市
役
所
８
階
大
会

議
室
で
。
赤
十
字
奉
仕
団
が
主
催
。

講
演
後
に
非
常
食
の
試
食
あ
り
。
当

日
会
場
へ
。
問
生
活
支
援
課

◆
本
場
香
港
の
屋
台
料
理　

６
月
25

日
日
10
時
～
14
時
南
部
梅
郷
公
民
館

で
。
香
港
が
ゆ
と
焼
き
そ
ば
を
作

る
。
25
人
（
抽
選
）。
千
円
。
申
込

み
は
６
月
15
日
木
必
着
で
往
復
は
が

き
（
住
所
・
氏
名
・
☎
を
明
記
）
で
、

〒
278
‐
８
５
５
０
鶴
奉
７
‐
１
野
田

市
役
所
企
画
調
整
課
内
国
際
交
流
協

会
事
務
局
へ
。
問
酒
井
☎
７
１
３
８

‐
１
４
１
３

◆
「
は
じ
め
て
の
成
年
後
見
」
講
座

　

７
月
１
日
土
10
時
～
正
午
総
合
福

祉
会
館
で
。
先
着
50
人
。
申
込
み
は

６
月
５
日
月
～
23
日
金
に
野
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
☎
７
１
２
４
‐

３
９
３
９
へ

◆
普
通
救
命
講
習
会　

７
月
23
日
日

13
時
30
分
～
16
時
30
分
関
宿
総
合
公

園
体
育
館
で
。
15
歳
以
上
。
先
着
15
人
。

申
込
み
は
６
月
６
日
火
～
７
月
９
日

日（
９
時
～
21
時
）に
直
接
同
館
へ
。

問
同
館
☎
７
１
９
８
‐
８
５
０
０

◆
野
田
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
で

各
種
講
座　

①
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
21

講
座
…
無
料
説
明
会
は
７
月
27
日
木

14
時
～
16
時
、
実
務
講
座
は
８
月

２
日
水
10
時
～
16
時
。
先
着
16
人
。

１
万
千
円
。
②
ゲ
ー
ム
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
親
子
体
験
教
室
…
小
学
生
は
７

月
27
日
木
、
28
日
金
、
中
学
生
は
８

月
３
日
木
、
４
日
金
の
9
時
30
分
～

12
時
30
分
。
先
着
14
人
。
③
こ
ど
も

英
語
教
室
…
５
、６
歳
の
部
は
７
月

24
日
月
、
小
学
校
１
～
３
年
の
部
は

７
月
31
日
月
の
10
時
～
正
午
。
先
着

20
人
。
申
込
み
は
い
ず
れ
も
6
月
5

日
月
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
１

‐
１
１
８
４
へ

◆
県
立
野
田
特
別
支
援
学
校
公
開
日　

 

　
　
　
　

　

６
月
５
日
月
～
７
日
水
９
時
～
14

時
40
分
。
学
習
の
様
子
や
施
設
の
公

開
。
上
履
き
持
参
。
当
日
会
場
受
付
。

問
同
校
☎
７
１
２
２
‐
７
２
７
０

◆
６
月
の
保
育
所
の
園
庭
開
放　

保

育
所
の
子
ど
も
た
ち
と
遊
び
、
親
子

で
保
育
体
験
。
育
児
相
談
も
。
10
時
～

11
時
。
当
日
会
場
受
付
。
問
各
保
育
所

◆
南
部
梅
郷
公
民
館
で
発
表
会　

６

月
10
日
土
９
時
40
分
～
正
午
、
11
日

  
イ
ベ
ン
ト

  

講
座
・
講
演
会

◎
市
や
官
公
庁
な
ど
の
行
事
（
講
座
・
イ
ベ
ン
ト
・
募
集
・
相
談
会
）
な

ど
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
原
則
無
料

尾
崎
花
輪

木
間

ケ
瀬

中
根
福
田
北
部
清
水
南
部

東
部

乳
児

保
育
所
名

21
日
水

20
日
火

15
日
木

15
日
木

13
日
火

13
日
火

13
日
火

８
日
木

22
日
木

８
日
木

６
日
火

開
放
日

☎
７
１
２
９
・
２
０
０
９

☎
７
１
２
２
・
１
７
７
０

☎
７
１
９
８
・
３
８
２
５

☎
７
１
２
２
・
５
７
４
１

☎
７
１
３
８
・
０
５
７
７

☎
７
１
２
５
・
４
６
９
７

☎
７
１
２
２
・
５
０
５
０

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
１

☎
７
１
２
２
・
７
１
５
８

☎
７
１
２
４
・
２
２
２
４

電
話
番
号

　

市
で
は
、
市
内
の
産
業
や
行
政

機
能
、
観
光
の
名
所
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
こ
う
と
、「
公
共
施
設

等
見
学
会
」
を
７
月
20
日
木
８
時

30
分
か
ら
15
時
50
分
ま
で
の
予
定

で
開
催
し
ま
す
。

【
集
合
場
所
・
時
間
】
８
時
30
分

＝
い
ち
い
の
ホ
ー
ル
、
９
時
＝
市

役
所

【
見
学
場
所
】
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク

野
田
工
場
⇨
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
鶴
寿
園
⇨
昼
食
（
市
役
所
周
辺

か
弁
当
持
参
）
⇨
北
千
葉
浄
水
場

（
流
山
市
）・
状
況
に
よ
り
変
更
あ
り

【
定
員
】
30
人
（
抽
選
）

【
申
込
み
と
問
合
せ
】
６
月
29
日

木
必
着
で
往
復
は
が
き
に
参
加
者

全
員
（
１
枚
で
２
人
ま
で
）
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
☎
・
集
合
場
所
・

参
加
希
望
人
数
・
市
報
へ
の
意
見

を
明
記
し
、
〒
278
︲
８
５
５
０
野

田
市
役
所
広
報
広
聴
課
「
公
共
施

設
等
見
学
会
」
係
へ

【
Ｈ
Ｐ
検
索
】
１
０
１
０
６
１
３

バ
ス
で
行
く
公
共
施
設
等
見
学
会

水道水が届くまでの過程を紹介

日
10
時
～
14
時
20
分
。
同
館
利
用

サ
ー
ク
ル
に
よ
る
踊
り
、演
奏
な
ど
。

当
日
会
場
へ
。
問
同
館
☎
７
１
２
２

‐
５
４
０
２

◆
チ
ー
バ
く
ん
を
さ
が
せ
in
と
う
か

つ　

６
月
15
日
木
～
８
月
31
日
木
。

東
葛
飾
地
域
の
施
設
な
ど
に
設
置
さ

れ
た
チ
ー
バ
く
ん
を
探
し
、
持
っ
て

い
る
文
字
を
組
み
合
わ
せ
て
完
成
し

た
キ
ー
ワ
ー
ド
の
数
に
応
じ
て
賞

品
を
進
呈
。
90
人
（
抽
選
）。
各
施

設
へ
の
入
館
料
は
別
途
。
問
県
東

葛
飾
地
域
振
興
事
務
所
☎
047
（
361
）
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❾

２
１
１
１

◆
教
科
書
展
示
会　

６
月
16
日
金
～

７
月
３
日
月
（
土
・
日
を
除
く
。
６

月
24
日
土
、
25
日
日
は
開
館
）
９
時

～
17
時
県
東
葛
飾
教
育
事
務
所
東
葛

飾
研
修
所
（
柳
沢
）
で
。
小
学
校
・

中
学
校
・
高
校
・
附
則
第
９
条
本
を

展
示
。
問
指
導
課

◆
親
子
ホ
タ
ル
放
流
・
観
察
会　

６

月
18
日
日
18
時
阿
部
タ
ナ
ゴ
池
周
辺

（
川
間
地
区
）
で
。
親
子
で
参
加
可

能
な
児
童
50
人
（
抽
選
）。
申
込
み

は
６
月
８
日
木
ま
で
に
川
間
公
民
館

☎
７
１
２
９
‐
４
０
０
２
へ

◆
北
・
南
・
せ
き
や
ど
図
書
館
合
同

イ
ベ
ン
ト「
調
べ
る
」に
挑
戦
！　

①

北
図
書
館（
☎
７
１
２
９
‐
８
８
１

１
）
…
６
月
25
日
日
、
７
月
16
日
日

の
10
時
～
正
午
。
②
南
図
書
館（
☎

７
１
２
５
‐
７
９
８
１
）
…
６
月
25

日
日
、
７
月
16
日
日
の
14
時
～
16
時
。

③
せ
き
や
ど
図
書
館（
☎
７
１
９
８

‐
４
９
４
６
）
…
７
月
２
日
日
10
時

～
正
午
、
７
月
23
日
日
14
時
～
16
時
。

調
べ
学
習
の
方
法
を
学
ぶ
。
い
ず
れ

も
全
２
回
。
小
学
２
年
生
～
６
年
生
。

全
回
参
加
で
き
る
方
。
各
先
着
15
人
。

国
語
辞
典
・
筆
記
用
具
・
図
書
館
カ
ー

ド
持
参
。
申
込
み
は
６
月
11
日
日
か

ら
電
話
か
直
接
各
図
書
館
へ

◆
せ
き
や
ど
図
書
館
「
ぬ
い
ぐ
る
み

お
と
ま
り
会
」　

７
月
１
日
土
14
時

～
14
時
30
分
関
宿
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

会
館
で
。
３
歳
以
上
。
先
着
20
人
。

申
込
み
は
６
月
10
日
土
か
ら
電
話

か
直
接
同
図
書
館
☎
７
１
９
８
‐

４
９
４
６
へ

◆
体
験
教
室「
飛
ば
せ
水
ロ
ケ
ッ
ト
」

　

７
月
23
日
日
10
時
～
正
午
、
13
時

30
分
～
15
時
30
分
の
２
回
、
県
立
関

宿
城
博
物
館
で
。
小
中
学
生
と
保
護

者
。
各
先
着
10
人
。
200
円
。
申
込
み

は
６
月
23
日
金
９
時
か
ら
同
館
☎

７
１
９
６
‐
１
４
０
０
へ

◆
市
民
ゴ
ル
フ
大
会　

７
月
31
日

月
パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
ひ
ば
り

コ
ー
ス
で
。
午
前
の
部
は
６
時
か

ら
、
午
後
の
部
は
11
時
15
分
か
ら
順

次
ス
タ
ー
ト
。
市
民
の
み
。
ス
ル
ー

プ
レ
ー
。
各
160
人
（
抽
選
）。
４
千

円
。
申
込
み
は
６
月
15
日
木
消
印
有

効
で
往
復
は
が
き
に
（
希
望
の
部
、

住
所
・
氏
名
・
ふ
り
が
な
・
☎
・
性

別
・
生
年
月
日
を
明
記
）
で
、
〒
278

‐
０
０
１
２
瀬
戸
１
１
１
１
野
田
市

パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
ひ
ば
り
コ
ー

ス
☎
７
１
３
８
‐
１
１
１
２
へ

◆
献
血
に
ご
協
力
を　

６
月
11
日
日

10
時
～
16
時
（
11
時
45
分
～
13
時
除

く
）イ
オ
ン
ノ
ア
店
で
。
全
血
の
み
。

当
日
会
場
へ
。
問
生
活
支
援
課

（
講
師
）
の
登
録
会　

６
月
14
日
水

９
時
か
ら
東
葛
飾
合
同
庁
舎
（
松
戸

市
）
で
。
東
葛
飾
教
育
事
務
所
管
内

（
松
戸
・
柏
・
野
田
・
流
山
・
我
孫
子
・

鎌
ケ
谷
）
の
小
・
中
学
校
に
勤
務
を

希
望
す
る
方
。
今
年
度
、
勤
務
可
能

な
方
は
随
時
受
け
付
け
（
面
談
の
予

約
が
必
要
）。
申
込
み
は
県
東
葛
飾

教
育
事
務
所
☎
047
（
361
）
２
１
２
４
へ

◆
子
ど
も
館
の
臨
時
職
員　

水
～
日

８
時
45
分
～
17
時
30
分
の
間
の
７

時
間
30
分
。
児
童
厚
生
員
、
保
育

士
、
幼
稚
園
、
小
中
高
校
教
諭
資

格
の
い
ず
れ
か
を
持
つ
方
。
月
給

16
万
７
千
800
円
。
詳
細
と
申
込
み
は

児
童
家
庭
課
へ

◆
野
田
市
成
人
式
の
実
行
委
員　

平

成
30
年
１
月
８
日
月
開
催
予
定
の
野

田
市
成
人
式
の
企
画
（
会
議
６
回
程

度
）
や
運
営
、
司
会
進
行
な
ど
。
平

◆
北
千
葉
広
域
水
道
企
業
団
職
員　
　

職
種
は
電
気
、
水
質
の
上
級
職
。
各

１
人
程
度
。
詳
細
は
同
企
業
団
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
。
問
同
企
業
団

☎
047
（
345
）
３
２
１
１

◆
年
金
相
談
会　

６
月
15
日
木
10
時

～
15
時
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館
で
。

社
会
保
険
労
務
士
に
よ
る
公
的
年
金

全
般
の
相
談
。
先
着
30
人
。
年
金
に

関
す
る
資
料
持
参
。当
日
会
場
受
付
。

問
国
保
年
金
課

◆
労
働
保
険
料
の
申
告
・
納
付
は
７

月
10
日
ま
で　

平
成
28
年
度
の
概
算

保
険
料
の
清
算
と
29
年
度
の
見
込
み

保
険
料
（
概
算
保
険
料
）
は
、
早
め

に
申
告
を
。
問
千
葉
労
働
局
労
働
保

険
徴
収
課
☎
043
（
221
）
４
３
１
７

◆
６
月
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

日
曜
交
付　

６
月
25
日
日
市
役
所
市

民
課
で
。関
宿
地
域
の
方
も
受
取
可
。

問
市
民
課

  

相
談
・
そ
の
他

  

募　

集

　
骨
密
度

　

閉
経
後
の
女
性
は
、
骨
密
度
が
急
速
に
減
少
し

ま
す
。
骨
成
分
の
カ
ル
シ
ウ
ム
を
含
む
食
品
を
摂

取
し
、
運
動
を
続
け
る
こ
と
で
骨
密
度
の
減
少
速

度
を
か
な
り
緩
め
ら
れ
ま
す
。
骨
密
度
が
低
い
人

た
ち
は
、
明
白
な
外
傷
が
な
く
て
も
脊
椎
骨
折
を

生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

あ
る
日
突
然
、
腰
背
痛
が
発
生
し
、
何
日
も
続

く
と
、
起
立
歩
行
も
困
難
と
な
り
、
下
肢
筋
力
の

低
下
で
車
い
す
生
活
と
な
る
場
合
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。

　

骨
密
度
の
低
い
人
は
骨
粗
し
ょ
う
症
と
診
断
さ

れ
、
食
生
活
の
見
直
し
と
運
動
が
勧
め
ら
れ
ま
す

が
、
骨
量
増
加
の
薬
剤
投
与
が
必
要
に
な
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
内
服
は
毎
日
の
ほ
か
、
週
１
回
や

月
１
回
の
服
用
で
よ
い
も
の
が
あ
り
、
注
射
も
週

１
回
か
ら
年
１
回
ま
で
種
々
あ
り
ま
す
。

　

高
齢
者
は
症
状
が
な
く
て
も
１
度
、
整
形
外
科

で
骨
量
の
測
定
を
お
勧
め
し
ま
す
。　
（
Ｋ
・
Ｋ
）

医師会だより --------350◎
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
入
会
説
明
会
…
６
月
８
日
木
10
時
～
正
午
総
合
福
祉
会
館
で
。
育
児
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
た
い
方
と
受
け

た
い
方
。
申
込
み
は
事
前
に
野
田
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
☎
７
１
２
６
︲
５
０
５
０
・

７
１
２
６
︲
５
０
５
１
へ

市
税
の
納
期
（
６
月
）

　

６
月
30
日
金
ま
で
の
納
期
の
市
税
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◆
市
県
民
税
（
普
通
徴
収
第
１
期
）

　

６
月
20
日
火
ま
で
に
通
知
書
が
届
か
な
い
と
き

は
、
課
税
課
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

納
税
通
知
書
を
お
持
ち
に
な
り
、
最
寄
り
の
金

融
機
関
な
ど
で
納
め
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
収
税
課
、
課
税
課

成
９
年
４
月
２
日
～
10
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
方
。
若
干
名
。
問
社
会
教

育
課

◆
小
中
学
校
の
臨
時
教
職
員
候
補
者

記憶に残る企画を



　市報のだ 平成29年6月1日号

�

◆
初
め
て
の
親
子
リ
ト
ミ
ッ
ク
体
験

会　

６
月
９
日
、
16
日
の
金
10
時
～

11
時
川
間
公
民
館
で
。
６
か
月
～
３

歳
児
。
先
着
15
人
。
申
込
み
は
６
月

５
日
月
か
ら
小
島
☎
090
︲
１
４
０
６

︲
３
５
０
７
へ

◆「
レ
ク
・
ス
ポ
ー
ツ
健
康
ク
ラ
ブ
」

楽
習
会　

６
月
11
日
日
10
時
～
正
午

野
田
中
央
公
民
館
で
。
カ
ー
リ
ン
グ

の
室
内
版「
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
」を
体

験
。
先
着
20
人
。
500
円
。
申
込
み

は
６
月
５
日
月
～
６
月
10
日
土
に

電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

野
田
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
神
山
☎
・

７
１
２
４
‐
０
０
３
９
へ
。
問
渡
辺

090
‐
７
８
２
２
‐
８
５
１
２

◆
木
間
ケ
瀬
・
習
字
ク
ラ
ブ　

６
月

13
日
、
20
日
、
７
月
４
日
、
18
日
、

25
日
の
火
17
時
30
分
～
18
時
30
分
、

18
時
30
分
～
19
時
30
分
木
間
ケ
瀬
公

民
館
で
。
小
学
生
以
上
。
各
先
着
５

人
。
各
千
円
。
申
込
み
は
６
月
５
日

月
か
ら
鈴
木
☎
090
‐
４
４
３
９
‐

４
８
０
３
へ

◆
ブ
レ
ス
レ
ッ
ト
作
り　

６
月
14
日

水
10
時
～
11
時
30
分
南
部
梅
郷
公
民

館
で
。ヤ
シ
の
葉
と
ビ
ー
ズ
で
編
む
。

先
着
５
人
。
500
円
。
申
込
み
は
６
月

５
日
月
か
ら
岩
田
☎
090
‐
９
９
５
３

‐
４
５
２
５
（
18
時
以
降
）
へ

◆
寺
子
屋
講
座　

６
月
18
日
日
13
時

30
分
～
15
時
30
分
市
民
会
館
で
。
藤

澤
信
子
氏（
元
路
線
バ
ス
会
社
勤
務
）

に
よ
る「
私
が
バ
ス
の
車
掌
だ
っ
た

頃
」。
先
着
20
人
。
500
円（
高
校
生
以

下
の
学
生
250
円
）。
申
込
み
は
６
月

５
日
月
か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

野
田
文
化
広
場
☎
７
１
２
４
‐
６
８

５
１·

７
１
２
４
‐
６
８
６
６
へ

◆
絵
手
紙
の
無
料
体
験　

６
月
21
日

水
13
時
30
分
～
15
時
中
央
公
民
館

で
。
顔
彩
を
使
っ
て
絵
手
紙
を
描

く
。
当
日
会
場
へ
。
問
鈴
木
☎
090
‐

９
２
４
６
‐
４
９
１
５

◆
親
子
リ
ズ
ム
小こ
ぐ
み組
無
料
体
験
会

６
月
24
日
土
10
時
30
分
～
正
午
北

部
公
民
館
で
。
親
子
で
リ
ズ
ム
体

操
。
未
就
学
児
と
保
護
者
。
当
日
会

場
へ
。
問
岩
岡
☎
090
‐
２
６
３
４
‐

２
３
２
９

◆
初
め
て
の
社
交
ダ
ン
ス
体
験
講
習

会　

７
月
２
日
～
23
日
の
日
15
時
～

16
時
20
分
七
光
台
会
館
で
。
全
４

回
。
先
着
10
人
。
申
込
み
は
６
月
５

日
月
か
ら
齊
藤
☎
090
‐
８
０
４
０
‐

０
４
０
６
へ

◆
大
人
の
た
め
の
英
会
話
・
韓
国
語

入
門
講
座　

７
月
20
日
～
９
月
28
日

の
木
中
央
公
民
館
で
。
英
語
は
19
時

30
分
～
20
時
30
分
、
韓
国
語
は
18
時

～
19
時
中
央
公
民
館
で
。
外
国
人

講
師
と
基
礎
会
話
を
学
ぶ
。
い
ず

れ
も
全
８
回
。
先
着
15
人
。
６
千

円
。
申
込
み
は
６
月
５
日
月
～
７
月

６
日
木
に
前
田
☎
090
‐
６
４
８
９
‐

２
８
０
３
（
平
日
10
時
～
17
時
）
へ

◆
つ
く
し
ん
ぼ
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト　
　

６
月
９
日
金
12
時
30
分
～
13
時
市
役

所
１
階
つ
く
し
ん
ぼ
で
。
ピ
ア
ノ
デ
ュ

オ
に
よ
る
「
リ
ス
ト
」
や
「
シ
ョ
パ
ン
」

の
メ
ド
レ
ー
な
ど
。
問
つ
く
し
ん
ぼ

◆
野
田
民
謡
舞
踊
協
会
「
盆
踊
り
を
楽

し
む
会
」　

６
月
10
日
土
19
時
～
20
時

30
分
関
宿
総
合
公
園
で
。上
履
き
持
参
。

直
接
会
場
へ
。
問
菊き
く
じ
ょ
う城

☎
７
１
２
９
‐

２
６
９
５

◆
お
も
ち
ゃ
病
院
野
田　

６
月
11
日

日
９
時
30
分
～
正
午
谷
吉
子
ど
も

館
、
12
日
月
13
時
～
16
時
野
田
公
民

館
で
。
お
も
ち
ゃ
の
修
理
。
部
品
代

は
実
費
負
担
。
当
日
会
場
受
付
。
問

小
菅
☎
７
１
２
４
‐
１
６
４
７

◆
冒
険
遊
び
場　

６
月
11
日
日
10
時

30
分
～
17
時
山
崎
子
ど
も
館
で
。
雑

木
林
の
中
で
ロ
ー
プ
遊
び
や
木
工
、

水
遊
び
な
ど
。
当
日
会
場
へ
（
時

間
内
自
由
参
加
）。
問
河
合
☎
090
‐

１
２
６
６
‐
８
４
６
８

◆
ハ
ー
ラ
ウ
・
フ
ラ
・
オ
・
プ
ア
ロ
ケ

10
周
年
記
念
発
表
会　

６
月
11
日
日

13
時
～
16
時
文
化
会
館
で
。
フ
ラ
ダ

ン
ス
の
発
表
会
。
当
日
会
場
へ
。
問

草
川
☎
090
︲
８
０
２
４
‐
３
５
０
４

◆
む
ら
さ
き
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
写
真

展　

６
月
14
日
水
～
20
日
火
９
時
～

17
時
市
役
所
ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
。
半
切
・
全
紙
サ
イ
ズ
約
60
点
。

問
野
村
☎
７
１
２
３
‐
１
３
５
８

◆
市
後
援
・
介
護
予
防
教
室
「
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
オ
ー
ク
」　

６
月
16
日

金
９
時
30
分
～
11
時
30
分
総
合
公
園

で
。
体
操
、
筋
力
測
定
、
介
護
・
看

護
相
談
な
ど
。
高
齢
者
。
先
着
40

人
。
申
込
み
は
６
月
５
日
月
か
ら
前

日
ま
で
に
ツ
ク
イ
梅
郷
☎
７
１
２
６

‐
１
３
４
５
へ

◆
ヨ
シ
ゴ
イ
の
里
・
田
ん
ぼ
の
生
き

も
の
観
察
会　

６
月
17
日
土
９
時
運

河
駅
集
合
。
12
時
30
分
解
散
。
ヨ
シ

ゴ
イ
や
メ
ダ
カ
な
ど
田
ん
ぼ
の
生

き
も
の
を
観
察
。
200
円
（
15
歳
以

下
無
料
）。
双
眼
鏡
、
昼
食
持
参
。

当
日
会
場
受
付
。
問
紺
野
☎
090
‐

２
４
２
０
‐
８
４
２
０

◆
子
ど
も
の
心
の
コ
ー
チ
ン
グ
・

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　

６
月
17
日
土
、

21
日
水
の
９
時
45
分
～
11
時
45
分
南

部
梅
郷
公
民
館
で
。
子
ど
も
と
の
接

し
方
や
対
話
を
学
ぶ
。
幼
児
～
小
学

生
の
親
。
各
先
着
20
人
。
申
込
み

は
６
月
５
日
月
か
ら
各
回
の
前
日

ま
で
に
厚
川
☎
080
‐
６
５
３
７
‐

７
３
１
７
へ

◆
懐
か
し
い
映
像
を
楽
し
む
集
い　
　
　
　

６
月
17
日
土
13
時
30
分
～
15
時
30
分

野
田
公
民
館
で
。
京
都
探
訪
「
修
学

院
離
宮
と
比
叡
山
延
暦
寺
」を
上
映
。

先
着
65
人
。当
日
会
場
受
付
。問
佐
々

木
☎
７
１
２
９
‐
２
４
３
８

◆
北
彩
会
油
絵
展　

６
月
20
日
火
～

25
日
日
９
時
～
17
時
（
初
日
は
13
時

か
ら
、
最
終
日
は
16
時
ま
で
）
野
田

公
民
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
欅
の
ホ
ー

ル
内
）
で
。
約
25
点
。
問
川
崎
☎

７
１
２
９
︲
７
３
４
６

◆
ゆ
う
み
い
ラ
ン
ド
「
座
談
会
＆
ワ

ン
ポ
イ
ン
ト
講
座
＆
遊
び
」　

６
月

21
日
水
９
時
30
分
～
11
時
中
央
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
会
館（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）

で
。
子
ど
も
を
遊
ば
せ
な
が
ら
普
段

気
に
な
る
こ
と
を
話
す
。
０
～
３
歳

の
子
と
親
。
先
着
８
組
。
申
込
み
は

  

イ
ベ
ン
ト

  

講
座
・
講
演
会

◎
伝
言
板
は
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
活
動
（
催
し
物
・
会
員
募
集
）
の
情
報

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
費
用
の
記
載
が
な
い
場
合
は
、
原
則
無
料
。
掲
載
を
希
望
す
る

方
は
、
発
行
日
の
１
か
月
前
ま
で
に
広
報
広
聴
課
広
報
係
へ
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６
月
７
日
水
～
15
日
木
ま
で
に

ゆ

う
＆
み
い
☎
７
１
２
４
︲
１
３
６
７
へ

◆
は
じ
め
の
い
っ
ぽ
こ
ど
も
園
写
真

展　

６
月
21
日
水
～
27
日
火
８
時
30

分
～
20
時
（
初
日
は
13
時
か
ら
、
最

終
日
は
13
時
ま
で
）
市
役
所
ふ
れ
あ

い
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
。
約
80
点
。
問
遠

藤
☎
090
‐
４
０
０
１
‐
９
８
４
９

◆
作
っ
て
飛
ば
そ
う
！
ク
ラ
フ
ト
飛

行
機　

７
月
１
日
土
10
時
～
正
午
岩

木
小
学
校
で
。
小
学
生
（
幼
児
～
小

学
校
３
年
生
は
保
護
者
同
伴
）。
先

着
20
人
。
500
円
。
申
込
み
は
６
月
５

日
月
か
ら
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
で

野

田
子
ど
も
劇
場
☎
・

７
１
２
４
‐

８
４
１
９
へ

◆
遺
言
・
相
続
無
料
相
談
会　

６
月

20
日
火
９
時
～
正
午
野
田
商
工
会
議

所
（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）
で
。
高
齢
期

の
人
生
設
計
・
遺
言
・
相
続
・
成
年

後
見
な
ど
。
先
着
３
人
。
申
込
み
は

６
月
５
日
月
９
時
か
ら
前
日
ま
で
に

老
い
じ
た
く
あ
ん
し
ん
ね
っ
と
☎

７
１
６
９
︲
４
１
６
５
へ

◆
木
造
住
宅
耐
震
診
断
な
ど
無
料
相

談
会　

６
月
25
日
日
９
時
～
16
時
南

部
梅
郷
公
民
館
で
。
千
葉
県
建
築
士

事
務
所
協
会
の
建
築
士
に
よ
る
昭
和

56
年
５
月
31
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た

木
造
住
宅
を
対
象
と
し
た
耐
震
相

談
。
予
約
に
よ
り
先
着
８
組
。
自
宅

の
写
真
や
建
築
確
認
一
式
持
参
。
９

時
～
９
時
45
分
は
木
造
耐
震
と
補
強

工
事
の
ミ
ニ
講
座
も
実
施
。
申
込
み

は
６
月
12
日
月
～
23
日
金
に
畦あ
ぜ
が
み上
☎

７
１
２
７
‐
２
０
０
０
へ

◆
弁
護
士
・
税
理
士
・
司
法
書
士
に

よ
る
合
同
無
料
相
談
会　

７
月
１
日

土
13
時
30
分
～
16
時
30
分
松
戸
商
工

会
議
所
で
。
先
着
24
人
。
申
込
み
は

６
月
19
日
月
10
時
か
ら
千
葉
司
法
書

士
会
事
務
局
☎
043
（
246
）
２
６
６
６

（
日
除
く
10
時
～
17
時
）
へ

◎
サ
ー
ク
ル
名
（
活
動
内
容
）・
活
動

予
定
日
時
・
活
動
予
定
場
所
・
募
集
対

象
（
な
い
も
の
は
初
心
者
、
老
若
男
女

問
わ
ず
）・
会
費
（
月8
は
月
会
費
、
年8

は
年
会
費
、
入8
は
入
会
金
）・
連
絡
先

※
市
民
サ
ー
ク
ル
の
会
員
募
集
の
コ
ー

ナ
ー
で
す
の
で
、
営
利
を
目
的
と
し
た
教

室
の
掲
載
は
お
断
り
し
て
い
ま
す

◆
歌
の
サ
ー
ク
ル　

毎
月
第
１
、

第
３
土
９
時
～
17
時
南
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
会
館
で
。
歌
の
練
習
。
20
歳
以

上
。
１
回
千
円
。
入8
千
円
。
清
水
☎

７
１
２
５
‐
３
７
５
４

◆
遊
ａ
ｎ
ｄ
愛
ダ
ン
ス
フ
ァ
ミ
リ
ー　
　
　
　

　

毎
週
金
19
時
～
21
時
中
央
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
会
館
（
欅
の
ホ
ー
ル
内
）
で
。

社
交
ダ
ン
ス
。
初
心
者
～
イ
ン
ス
ト

ラ
ク
タ
ー
受
験
者
。
月8
３
千
円
。
倉

持
☎
090
‐
６
４
７
１
‐
９
１
３
２　

◆
野
田
市
剣
道
連
盟
川
間
台
支
部　

毎
週
金
18
時
～
20
時
、
毎
週
日
17
時

～
19
時
。
い
ず
れ
も
岩
木
小
学
校
体

育
館
で
。
小
学
生
以
上
。
月8
千
円
。

入8
千
200
円
。
石
島
☎
090
‐
７
２
１
０

︲
５
０
０
５

◆
合
気
道
龍
春
風
館　

毎
週
火
10
時

～
11
時
春
風
館
道
場
で
。
女
性
の
初

心
者
の
み
。
１
回
500
円
。
入8
千
円
。

今
泉
☎
090
‐
５
４
２
５
‐
６
９
１
５

◆
囲
碁
教
室　

①
土
曜
囲
碁
教
室
…

毎
週
土
９
時
～
11
時
30
分
中
央
公
民
館

で
。
②
ヤ
ン
グ
囲
碁
サ
ー
ク
ル
…
毎
週

木
17
時
～
19
時
中
央
公
民
館
で
。
小
学

生
。
年8
千
円
。
佐
澤
☎
７
１
２
４
‐

８
６
０
６

◆
華は
な

す
み
会
（
新
舞
踊
）　

毎
週
火

13
時
～
15
時
南
部
梅
郷
公
民
館
で
。

月8
４
千
円
。
北
島
☎
７
１
２
５
‐

８
２
６
３

◆
の
だ
ジ
ュ
ニ
ア（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）　

毎
週
日
９
時
～
11
時
総
合
公
園
庭
球

場
な
ど
で
。
小
学
１
年
生
～
６
年

生
。
月8
千
800
円
。
平
田
☎
７
１
２
５

‐
０
６
３
７

◆
福
田
リ
ア
ン（
女
子
サ
ッ
カ
ー
）　

毎
週
日
９
時
～
正
午
二
ツ
塚
小
学
校

で
。
小
学
１
年
生
～
６
年
生
。
年8
３

千
円
。
植
竹
☎
090
‐
２
７
３
２
‐
１

０
５
０　
　

  

相
談
・
募
集

イ
ド

イ

モ

シパ
ス
ポー

ト

ボ ウ
セ
ツツ

エ

ヒ

◎
前
回
の
正
解
と
当
選
者

　

５
月
１
日
号
の
正
解
は
「
す
ぽ
ー
つ

し
せ
つ
」
で
し
た
。

　

82
人
の
正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
の
結

果
、
当
選
者
は
大
石
郁
馬
様
、
渋
谷
喜

一
様
、
寺
田
美
輪
子
様
、
町
田
里
紗
様
、

宮
尾
幸
太
郎
様
（
五
十
音
順
）
で
す
。

◎
訂
正
と
お
詫
び
…
市
報
５
月
15
日
号
健
康
ガ
イ
ド
・
６
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
ま
し
た
６
月
11
日
日
の
内
科
（
昼
間
）
の
休
日
当

番
医
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
正
し
く
は
、「
尾
崎
台
ク
リ
ニ
ッ
ク
☎
７
１
２
７
‐
６
６
７
７
」の
み
で
す
。
訂
正
し
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

【
問
題
】
マ
ス
目
の
中
に
言
葉
を
埋

め
、
二
重
ワ
ク
の
中
の
文
字
を
Ａ
か

ら
Ｇ
の
順
に
並
べ
て
答
え
を
作
っ
て

く
だ
さ
い
。
ヒ
ン
ト
＝
今
号
に
答
え

が
あ
り
ま
す
。「
―
支
援
員
」（
出
題

＝
広
報
広
聴
課
・
参
考
＝
大
辞
林
）。

【
タ
テ
の
カ
ギ
】
①
仮
改
札
口
の
設

置
を
進
め
ま
す
（
１
面
参
照
）。
②

組
織
全
体
に
関
す
る
事
務
を
扱
う

職
。
④
二
十
四
節
気
の
一
つ
で
５
月

６
日
頃
。
⑦
効
力
が
一
定
期
間
経
過

後
に
無
効
と
な
る
こ
と
。
⑧
１
セ
ン

チ
メ
ー
ト
ル
の
10
分
の
１
の
単
位
。

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】
①
カ
ル
デ
ラ
で
有

名
な
熊
本
県
北
東
部
の
市
。
③
す
し

に
添
え
る
シ
ョ
ウ
ガ
。
⑤
小
中
学
生

が
挑
戦
し
ま
し
た
（
７
面
参
照
）。

⑥
弾
性
が
特
徴
の
素
材
。
⑦
そ
の

時
々
の
市
場
価
格
。
⑧
３
世
紀
ご
ろ
の

邪
馬
台
国
の
女
王
は
、「
卑
︱
」。
⑨
原

子
番
号
96
の
元
素
。
元
素
名
は
著
名
な

物
理
学
者
夫
妻
に
由
来
。

【
応
募
方
法
】
６
月
16
日
金
必
着
で
、

は
が
き
に
答
え
、
郵
便
番
号
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
市
報
に

対
す
る
ご
意
見
を
明
記
し
、
〒
278
―

８
５
５
０
野
田
市
役
所
広
報
広
聴
課

「
の
だ
っ
こ
ク
イ
ズ
」
係
ま
で
。
正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５
名
様
に
「
図
書

カ
ー
ド
」
を
進
呈
い
た
し
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
市
報
の
だ
」

の
ペ
ー
ジ
か
ら
も
応
募
で
き
ま
す

　

正
解
と
当
選
者
は
７
月
１
日
号
で
発

表
し
ま
す
。
な
お
、
当
選
者
の
方
は
氏

名
を
紙
面
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

Ｅ

②

　

会
員
募
集
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❻月の
相談日案内

…市役所、い…いちいのホール

診療時間＝外科・産婦人科＝ 9 時～ 22 時（ただし 16 時～ 19 時は除く）、内科＝ 9 時～ 16 時（19 時～ 22 時は急病センター）
ただし、①の 19時～ 22時は小張総合病院（☎ 7124 － 6666）、②の 19時～ 22時はキッコーマン総合病院（☎ 7123 － 5911）で行います
※休日当番医は変更することもあります。受診の際にはテレホンガイド（☎ 7124-7272：コード 6101）、または野田市ホームペー
ジ（http://www.city.noda.chiba.jp/kurashi/kenko/shinryo/1009852.html）で確認をしてください。

６ 急病センター ☎ 7125-1188▼内科・小児科＝ 19時～ 22 時（毎日）▼歯科診療＝９時～ 12時（休日）

日（曜日） 外　　科 内　　科 産婦人科

4日(日）② しばやま整形外科（☎ 7120-5355）野田病院（☎ 7127-3200） 遠藤産婦人科医院（☎ 7124-7860）

11日（日）① 川間春日町整形外科小児科クリニック（☎ 7127-6333）尾崎台クリニック（☎ 7127-6677） 杉崎クリニック（☎ 7125-1070）

18日（日） 小張総合病院（☎ 7124-6666） 桜台診療所（☎ 7126-２９２９） 川間太田産婦人科医院（☎ 7127-1135）

25日（日） 野田中央病院（☎ 7122-6161） 七光台クリニック（☎ 7197-2302） 小張総合病院（☎ 7124-6666）

市の花市の木 市の鳥

けやき つつじ ひばり

人口と世帯（Ｈ29.5.1 現在）

●人口＝ 154,735 人（－37）

　 男 ＝ 77,814 人 (－8)  女 ＝ 76,921 人 (－29）　

●世帯＝ 66,367 世帯（＋130）

●市の面積＝ 103.55㎢

市民相談（☎ 7125 － 1111 代表）
※６月の法律・不動産・交通事故・行政・
税務相談は、予約制。６月１日木９時か
ら電話で予約を受付
◆一般市民相談　日常生活の悩みごとや
相続、離婚などの一般的な手続きなど。
簡単な相談は電話も可
◆法律相談　弁護士に相談。裁判で訴訟、
調停中は不可。 7・13・14・20・29 日。
い８・22 日。7日間で 70 人
◆不動産相談　土地や建物の取引など。
15 日。８人

◆交通事故相談　示談や自賠責保険な
ど。 9・23 日。２日間で８人
◆行政相談　国や特殊法人などの仕事へ
の苦情や要望など。 20 日。い 14 日。
２日間で８人
◆税務相談　相続税・贈与税など。
15 日。８人
人権・男女共同参画推進課（市役所内）
◆人権相談　人権問題での悩みなど。
7・27 日。い 15 日。３日間で 12 人。電
話予約
◆女性のための相談　 ５階＝第１～４
木。野田公民館（欅のホール３階）＝第
２土。10 時～ 16 時。電話予約（電話相
談も可）
児童家庭課（市役所内）
◆家庭児童相談室　児童の問題など。月
～金９時～ 17 時
◆児童虐待相談電話「子どもＳＯＳ」　
月～金９時～ 17 時。時間外、土・日・
㊗は留守番電話かファクス。☎・
0120-783281
◆母子父子家庭等相談・婦人相談　母
子、父子家庭、寡婦など。月９時～ 19 時、
火～金９時～ 17 時
◆母子・父子自立支援プログラム策定事
業　児童扶養手当を受給中の母子家庭の

や問合せ、架空請求・多重債務相談な
ど。月～金 10 時～ 16 時（正午～ 13
時除く）
障がい者支援課（市役所内）
◆障がい者の相談　 １階＝月～金８
時 30 分～ 17 時 15 分
◆専門相談　 １階＝ 13 時 30 分～
16 時…生活療育（1日）、発達教育（5
日、19 日）、就労者生活（15 日）、生
活支援（22 日）、こころの生活（27 日）。
電話予約
◆当事者・関係者相談　 １階＝ 10
時～正午…視覚障がい者（６日）、知
的障がい者（７日）、ろうあ者（20 日）
／ 13 時 30 分～ 15 時 30 分…聴覚障が
い者（６日）、身体障がい者（７日）、
精神障がい者（20 日）。電話予約
あさひ育成園（☎ 7122-7159）
◆外来療育相談　就学前の身体発達の
遅れなど。第１・３木 15 時～ 17 時。
電話予約（月 16 時～ 17 時）
こだま学園（☎ 7122 － 2916）
◆外来療育相談　就学前の知的発達の
遅れなど。火９時～正午。電話予約（月
16 時～ 17 時）
法人や団体などが開催する相談
◆心配ごと相談　日常生活の悩みな
ど。総合福祉会館＝毎週火・第１金
13 時～ 16 時。問社会福祉協議会☎
7124-3939
◆行政書士無料相談　遺言や相続、離
婚など。16日金13時～16時。欅のホー
ル４階第１集会室。電話予約。問千葉
県行政書士会東葛支部・伊佐☎ 7129-
0803
◆登記無料相談　相続登記や土地建物
登記など。13 日火９時 30 分～ 15 時
30 分。 市民相談室。前日までに電
話予約。問野田地区司法書士会、土地
家屋調査士会・堀江☎ 7124-5665

母か父子家庭の父。個別相談（要予約）、
就労のための「自立支援プログラム」
作成。月９時～ 19 時、金９時～ 17 時
職業相談（商工観光課）
◆無料職業紹介所　市が独自に開拓し
た求人情報の提供。 ２階＝月～金。
い４階＝第３火。９時～ 16 時（正午
～ 13 時除く）
※内職相談は、無料職業紹介所で行い
ます。
◆ジョブカフェのだ（問合せ・予約＝
商工観光課／会場＝市役所 2 階中会
議室１　セミナー・個別相談（要予
約）、求人案内。40 歳未満の方かその
親。28 日水 10 時～ 16時
パーソナルサポートセンター（生活支
援課）
◆自立するための生活・就労などに関
する総合相談　 ２階＝月～金９時～
17 時。☎ 7125-2212
青少年センター（☎ 7125-2639）
◆青少年の悩み事相談　年末年始を除
く毎日。９時～ 16 時 30 分（電話相談
も可）
ひばり教育相談（青少年センター内☎
7125-8088）
◆教育相談　学校生活の悩みや不登校
など。青少年センター内＝月～金９時
～ 16 時 30 分（電話・面談・訪問）
ひまわり相談（野田幼稚園☎ 7122-
2450・ 関宿南部幼稚園☎ 7198-
2075）
◆教育相談　発達・子育てで心配なこ
となど。野田幼稚園＝第２・４木、関
宿南部幼稚園＝第１・３木。10 時～
14 時 30 分。電話予約（14 時～ 17 時
15 分）
※どなたでも相談できます。
消費生活センター（☎ 7123-1084）
◆消費生活相談　購入した品物の苦情
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